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     午前１１時５２分 開会・開議 

○議長（味上庄一郎君） みなさん、本日は大変ご苦労様です。 

ただいまの出席議員は 15 名であります。定足数に達しておりますので、これより令和７年加

美町議会第４回臨時会を開会いたします。直ちに本日の会議を開きます。 

                                            

     日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（味上庄一郎君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

本日の会議録署名議員は、会議規則第123条の規定により、３番今野清人君、４番佐藤圭介君

を指名いたします。 

                                            

     日程第２ 会期の決定 

○議長（味上庄一郎君） 日程第２、会期の決定の件を議題といたします。 

お諮りいたします。本臨時会の会期については、本日１日間にしたいと思います。これにご

異議ございませんか。 

     〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって、本臨時会の会期は本日１日間に決定

いたしました。 

                                            

日程第３ 議案第 65号 令和７年度加美町一般会計補正予算（第１号） 

○議長（味上庄一郎君） 日程第３、議案第 65 号、令和７年度加美町一般会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。町長。 

     〔町長 石山敬貴君 登壇〕 

〇町長（石山敬貴君） 全員協議会に引き続き、よろしくお願いいたします。 

議案第 65 号、令和７年度加美町一般会計補正予算（第 1 号）について、ご説明申し上げます。 

今回、既定予算に歳入・歳出それぞれ 7,028万 5,000円を追加し、歳入・歳出それぞれ 148億

5,028万 5,000円とする補正予算であります。主な内容につきましては、地域交通確保対策とし

てのＡＩデマンド交通実証事業や、河川への油・流出対策、初午祭り前夜祭開催などに関する

予算を追加するものでございます。 
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歳入の主なものについては、国庫支出金として、新しい地方経済・生活環境創生交付金 3,678

万 5,000 円増、県支出金として、地域公共交通利用促進事業費補助金 250 万円増、基金繰入金

として、財政調整基金繰入金 4,000万円増、合併振興基金繰入金 1,000万円減などであります。 

歳出の主なものについては、総務費で、ＡＩデマンド交通実証委託料 2,291 万円増、衛生費

で、油流出対応業務委託料 2,459万 3,000円増、油流出原因調査業務委託料 1,748万円増、商工

費で、初午祭り前夜祭開催経費 108万 3,000円増などであります。 

よろしく御審議の上、御承認賜りますようお願い申し上げます。 

〇議長（味上庄一郎君） 説明が終わりました。 

これより質疑を行います。質疑ございませんか。９番、木村哲夫君。 

〇９番（木村哲夫君） ４款衛生費、先ほど説明いただきましたが、公害対策の関係で伺います。 

この委託料の中で、まず、どこまで調べて、どういう結果を目標とするのか、その辺、この

予算の中で、どこまでを求めようとするのか、それと、ボーリングをやるという説明をいただ

きましたが、現場で話を聞きますと、国道の北側といいますか、下流側の方から最初に出てき

たようなお話も聞きました。どの辺の範囲まで、ボーリング調査をして調べるのか、そうなる

と、民有地の協力もいただかなければならないのですが、その辺、どのようにお考えなのか、

伺います。 

○議長（味上庄一郎君） 小野田支所長。 

〇小野田支所長（伊藤一衛君） はい、小野田支所長でございます。 

まず 1 点目の、どこまで原因追及といいますか、調べるのかということでございますが、今、

町で考えておりますのは、一つは、筋川に油を流れさせないための、そういった技術的な方法

とか、そういった方策で一つと。あとは、油の流出が確認されている土地境、田んぼと企業様

の土地の境から、どういった方向に油が流れ込んでいるのか、そういった調査を、どういった

手法でやれるかといったものを、そのコンサルにお願いして、今後展開していきたいと考えて

いるのが、一つでございます。 

また、ボーリングにつきましては、先ほども私、答弁しましたし、議員からも今ありました

が、やはり、所有者の了解と協力が必要でございます。今、流れ出ている箇所というのが、田

んぼと民地との境の、国道側といいますか、北側といいますか、そこで目視で確認できており

ますので、そこから、国道にもっと近いところとか、あと、企業様の、例えば西側の方とか、

どういった方向でボーリング調査をするかというのも、その所有者の方と、ちょっと協議を交

えながら、進めていきたいとは考えております。 
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以上でございます。 

○議長（味上庄一郎君） ９番、木村哲夫君。 

〇９番（木村哲夫君） 仮に掘っていきながら、まだまだ分からないとなったときに、この 4,500

万円以外に、さらにもっと調査費、対策費がかかるというような懸念といいますか、そういっ

た、見通しというと変ですけれども、そういった恐れもあるのか、どうなのか、現時点で考え

られることがありましたら、お願いいたします。 

○議長（味上庄一郎君） 建設課長。 

〇建設課長（村山昭博君） 油の流出対応業務委託料 2,459 万 3,000 円、今回計上させてもらっ

ていますけれども、そのうち、これまで民間企業さんが実施しておりました油の汲み取り、吸

引ですね、それを引き継ぐ格好で、町の方で実施します。 

それしないと、筋川への油の流出が、なかなか止まらないということになるんですけれど。

それ、今２ヶ月ほどの期間の予算を計上しております。 

その間で、まだまだ油の流れが止まらないとなれば、さらにというところは出てくるのかな

と考えております。 

○議長（味上庄一郎君） ９番、木村哲夫君。 

〇９番（木村哲夫君） 現場の方と話した状況だと、だいぶ前から流出していたのではない、じ

わっと染み込んだのが、徐々に出てきているのではないかという想像と、あと出てきているも

のが、灯油のような、つぶつぶで出てきていて、それにタールか何かが入り込んだのではない

かみたいな、現場の直接やっている方の話なんですけれども。そうやってかなり広範囲に染み

込んでいるとなると、なかなかこれは、予算的にも今後厳しくなるかなという思いもあります

けれども、その辺、町長、どのようにお考えかお願いします。 

○議長（味上庄一郎君） 町長。 

〇町長（石山敬貴君） はい、順次、まだ今この時点での不確定な考えも入るかもしれませんが、

お答えさせていただきます。 

まず、冒頭、今、木村議員からお話しありました、タールのようなものといったようなお話

から、ちょっとお答えさせて、今、私どもが持っている、また知っている知識をちょっとお伝

えさせていただきますと、隣接地におきます民間企業さんでその油種分析を行ったといったお

話、先ほどの全員協議会のときもさせていただいております。 

これ、かなり精度が高いものでして、その油種の中に黒っぽくなっているといったような理

由というものはアスファルトが灯油の中に成分として、いわゆる分析結果で検出されていると
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いったようなことから、おそらく灯油が何らかの形でアスファルトと接触し、その一部がアス

ファルト成分が混じってあのような色になったのではないかといったような推測が今できるよ

うな状況でございます。 

２つ目として随分と広がっているのではないかといったようなこと、これ可能性として相当

あるのかと思っております。１つとしては今水田をお借りするような形でいいのでしょうか、

占有させていただいて工事をやっている 1 枚の水田がございますが、そこの反対側のところの、

要するに筋側の道路を挟んだ、国道を挟んだ下流側からも油の流出というのは当初より確認さ

れております。 

そうなってきますと、いずれにせよ、国道の下に置きましても油が地下を走っているといっ

たようなことはこれは推測できることでございます。 

今、試掘等を行ってもらった結果ですけれども、ご覧になられているかと思いますが、1.5メ

ートルから 2 メートルその下の層というのが砂礫層になっておりますので、随分通水性が良い

ということを考えますと、今出ている油がかなりの面で広がっているといったようなことはこ

れ想像できます。 

これをどこまでやらなきゃいけないのかということになりますと、大変苦しい状況でござい

ます。ですので、隣接の民間企業様の方からもしっかりと協力をいただきながら、ボーリング

調査を行い、まず原因を特定する。これは本当に油田ではないので、必ず原因があるはずです

ので、それをまず特定するといったようなこと、これが根本的に止める要因の一つかと思って

います。 

２番目にこれ再三再四言っています、筋川の流入を止めるというのが一つの大きな目標とな

ってきますし、そういうことが少し片が付いた後に、田んぼをどうするのかとか、どこまで広

がっていたのかといったようなことを、調査必要な場合はしなければいけませんが、そこはち

ょっと今のところはもう少し先のことになるかなというのが私の考えでございます。 

〇議長（味上庄一郎君） 他に質疑ございませんか。（「なし」の声あり）質疑なしと認めます。

これにて質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。討論ございませんか。（「なし」の声あり）討論なしと認めます。

これにて討論を終結いたします。 

これより、議案第 65号令和７年度加美町一般会計補正予算（第１号）の採決を行います。 

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定することに、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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〇議長（味上庄一郎君） ご異議なしと認めます。よって、議案第 65 号令和７年度加美町一般会

計補正予算（第１号）は原案のとおり可決されました。 

                                            

  以上をもちまして、本臨時会に附議された案件の審議はすべて議了いたしました。 

これで、令和７年加美町議会第４回臨時会を閉会いたします。 

大変ご苦労様でした。 

     午後０時０５分 閉会 

                                            

  上記会議の経過は、事務局長青木成義が調製したものであるが、その内容に相違ないことを

証するため、ここに署名する。 

  令和７年４月１５日 

 

             加美町議会議長  味 上 庄一郎 

 

             署 名 議 員  今 野 清 人 

 

             署 名 議 員  佐 藤 圭 介 


